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 オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
導
入
に
向
け
て 

 
 

事
前
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

校
友
会
は
、
令
和
2
年
10
月
以
降
に
、
情
報

化
シ
ス
テ
ム
推
進
に
よ
る
校
友
会
の
活
性
化
を

目
指
し
て
『
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議

＝Z
o

o
m

』
の
導

入
、
支
部
IT
推

進
委
員
の
推
薦

を
進
め
、
8
月

22
日(

土)

か
ら

24
日(

月)

の
3

日
間
の
一
回
の

推
進
委
員
向
け

の
『
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
体
験

会
』
が
本
部
主

催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
（
黒
井
登
起
雄
）
は
、
23
日(

日)

に

自
宅
か
ら
参
加
し
、
PC
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（Z

o
o

m
 m

eetin
g

）
の
接
続
、

会
議
へ
の
参
加
、
マ
イ
ク
と
ビ
デ
オ
に
よ
る
会

話
や
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
力
な
ど

の
体
験
を
約
90
分
間
行
い
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ホ
（an

d
ro

id

）
で
も
対
応
で
き
ま
す

が
、
PC
、
次
い
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
参
加
が
比
較
的
操
作
し
易
い
よ
う
で

す
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参

加
の
感
想
は
、
事
務
局
か
ら
送
信
さ
れ
る
招
待

U
R

L

へ
の
接
続
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
当
日
の

参
加
者
に
聞
き
な
が
ら
そ
の
後
の
機
能
操
作
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
審
議
の
賛
否
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
投
票
も
で
き
、
音
声
だ
け
で

な
く
、
ビ
デ
オ
映
像
を
見
て
、
参
加
者
全
員
ま

た
は
個
人
に
文
字
入
力
に
よ
る
情
報
伝
達
も
で

き
（
参
加
者
に
操
作
を
聞
き
な
が
ら
で
も
）、

会
議
に
違
和
感
な
く
参
加
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
多
く
の
支
部
校
友
会
員
の
皆
様
が
PC
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
（an

d
ro

id
）
の
い
ず
れ
か

の
IT
（
情
報
伝
達
）
機
器
を
支
部
、
本
部
の
連

絡
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
思
い
で

す
。
な
お
、
こ
の
度
の
IT
推
進
委
員
向
け
の

『
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
体
験
会
』
に
は
、
中
里
繁

夫
支
部
長
（
昭
和
50
年
土
木
）、
中
山
貴
史
支

部
事
務
局
長
（
平
成
元
年
応
社
）、
廣
田 

剛
本

部
常
任
委
員
（
昭
和
60
年
法
律
）、
黒
井
登
起

雄
支
部
広
報
部
長
（
院
修
昭
和
46
年
土
木
）
の

4
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

校
友
会
の
『
メ
ル
マ
ガ
』
も
8
月
26
日(

水)

か
ら
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
直
ぐ
に
「
メ
ル
マ
ガ

登
録
」
を
！ 

 

（
文
責
：
黒
井
登
起
雄
） 

 

澁
澤
榮
一
翁
『
論
語
の
里
め
ぐ
り
』
！ 

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

 

私
は
、
株
式
会
社
組
織
に
よ
る
企
業
の
創
設

と
育
成
に
力
を
入
れ
た
日
本
の
近
代
経
済
社
会

（
殖
産
興
業
）
の
基
礎
を
構
築
す
る
こ
と
に
貢

献
し
、「
第
一
国
立
銀
行
」
を
設
立
し
た
人
物
（
実

業
家
）
の
一
人
と
し
て
“
澁
澤
榮
一
（
青
淵
翁
）”

を
近
代
日
本
史
で
学
び
ま
し
た
。
澁
澤
榮
一
は
、

明
治
29
年
に
第
一
銀
行
に
な
っ
て
か
ら
の
“
初

代
頭
取
”
で
も
あ
り
ま
す
。
近
代
日
本
史
で
は
、

『
第
一
国
立
銀
行
設
立
』
に
関
わ
っ
た
こ
と
だ

け
を
学
ん
だ
だ
け
で
、
高
校
時
代
の
私
に
は
、
あ

ま
り
関
心
の
高
い
人
物
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
〇
〇
社
以
上
の
株
式
会
社
設
立
に
澁
澤
榮
一

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和

48
（1

9
7

3

）
年
に
足
利
工
業
大
学
（
現
足
利
大
学
）

へ
勤
め
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
澁
澤
榮

一
（
青
淵
翁
）
は
、
令
和
5
（2

0
2
4

）
年
に
新
一

万
円
札
の
似
顔
絵
に
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

令
和
3
（2

0
2

1

）
年
度
のN

H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
青

天
を
衝
け
」
で
主
人
公
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
も

い
ま
す
。
今
、
話
題
性
の
高
い
近
代
日
本
史
の
人

物
（
実
業
家
）
で
も
あ
り
ま
す
。 

【
澁
澤
榮
一
生
誕
地
】 

澁
澤
榮
一
は
、
近
代
日
本
史
で
知
っ
て
い
て

も
、
生
誕
の
地
の
埼
玉
県
深
谷
市
が
生
誕
地
で
、

殆
ど
の
皆
様
は
、
そ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い

で
し
ょ
う
？ 
生
誕
地
は
、“
中
瀬
（
な
か
せ
）”

“
血
洗
島
（
ち
あ
ら
い
じ
ま
）”“
手
計
（
て
ば
か
）”

“
八
基
（
や
つ
も
と
）
”
“
新
戒
（
し
ん
か
い
）
”

な
ど
の
難
し
い
読
み
の
字
名
の
あ
る
地
域
の

“
血
洗
島
”
地
区
で
、
前
九
年
役
の
際
に
源
義
家

が
刀
を
洗
っ
た
こ
と
に
由
来
し
た
地
名
と
も
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
に
利

根
川
の
支
流
の
小
山
川
、
清
水
川
の
舟
運
に
よ

っ
て
養
蚕
の
繭
や
藍
玉
を
江
戸
ま
で
輸
送
し
た

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
生
誕
地
の
近
く
の
“
中

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉
県
東

部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、
企
画

案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情
報
を
、

支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、
不
定

期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。
速
報

情
報
は
、
支
部
役
員
お
よ
び
会
員
の

皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を
写
真
と

と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電
子
版
と

し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
部

のE
-M

ail

登
録
会
員
の
皆
様
に
配
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
登
載
致
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 
 

支
部
広
報
担
当 

 

黒
井
登
起
雄
（
副
支
部
長
） 
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瀬
”
地
区
に
は
、
清
水
川
の
船
着
場
も
あ
り
ま
す
。 

【
深
谷
市
の
論
語
の
里
め
ぐ
り
】 

今
の
私
は
、
高
校
・
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
縁

が
あ
っ
て
、
昭
和
56
（1

9
8

1

）
年
か
ら
深
谷
市
の

隣
町
の
熊
谷
市
に
居
住
し
て
い
ま
す
。
深
谷
市

の
煉
瓦
工
場
（
旧
日
本
煉
瓦
製
造
工
場
㈱
上
敷

免
工
場
）
は
、
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す

る
材
料
学
（
足
利
工
業
大
学
工
学
部
在
職
時
）
を

専
門
技
術
と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
良
く
知

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
生
と
と
も
に
JR

深
谷
駅
か
ら
の
煉
瓦
工
場
専
用
線
（
深
谷
駅
～

上
敷
免
）
跡
地
の
遊
歩
道
、
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー

橋
展
示
、
煉
瓦
工
場
の
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
（
国
重
要

文
化
財
指
定
の
一
つ
）
な
ど
の
見
学
に
も
行
き

ま
し
た
。
旧
煉
瓦
工
場
の
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
は
、
保

存
修
理
の
耐
震
補
強
工
事
が
令
和
6
（2

0
2
5

）
年

頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
強
工
事
完
了
後

に
は
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
澁
澤
榮
一

翁
の
足
跡
は
、
こ
の
他
に
も
、「
澁
澤
榮
一
記
念

館
」「
澁
澤
榮
一
生
家
」「
尾
高
惇
忠
（
藍
香
）
生

家
・
煉
瓦
土
蔵
」「
誠
之
堂
・
清
風
亭
」
な
ど
煉

瓦
造
・
煉
瓦
風
造
り
の
史
跡
が
市
内
に
広
く
点

在
し
て
い
ま
す
。
JR
深
谷
駅
の
橋
上
駅
舎
も
東

京
駅
を
模
し
た
煉
瓦
風
造
り
の
一
つ
で
す
。 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

 

近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
と
云
わ
れ
る
実
業

家
・
澁
澤
榮
一
翁
は
、
埼
玉
県
民
・
深
谷
市
民
が

誇
る
人
物
で
あ
り
、
出
版
物
『
論
語
と
算
盤
』
を

読
ま
れ
た
校
友
の
皆
様
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。
只
今
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

全
世
界
が
“
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
の

拡
大
”
の
収
ま
る
気
配
を
み
せ
ず
、
観
光
・
見
学

を
積
極
的
に
計
画
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

感
染
拡
大
が
収
ま
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
校

友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
で
は
、「
支
部
女
性
の
集

い
」
の
催
し
と
も
連
携
し
て
、
令
和
3
年
秋
頃
に

は
、
深
谷
駅
ま
た
は
熊
谷
駅
発
着
の
『
澁
澤
榮
一

論
語
の
里
め
ぐ
り
』（
観
光
バ
ス
）
を
企
画
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
計
画
は
、
支

部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
第
17
号
」（
令
和
3

年
5
月
に
発
行
を
予
定
）
に
掲
載
し
、
ご
案
内
を

校
友
の
皆
様
に
お
届
け
致
し
ま
す
。
ま
た
、
企
画

に
当
た
っ
て
は
、
深
谷
市
、
熊
谷
市
在
住
在
勤
の

校
友
の
皆
様
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
支
部
会
員
に
限
ら
ず
、
多
く
の
他
支
部

会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
も
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
写
真
編
集
・
文
責
：
黒
井
登
起
雄
） 

 

支
部
校
友
会
の
活
動
状
況
の
情
報
を
左
記
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
広
報
担
当 

黒
井
登
起
雄
） 

 
 

 saita_
east@

y
ah

o
o
.co

.jp
 

 
澁澤榮一記念館（2019.7.7 撮影）       旧澁澤邸「中の家」・生誕の地（2019.7.20撮影） 

 

澁澤榮一ゆかりの煉瓦建築、誠之堂・清風亭  尾高惇忠生家の煉瓦土蔵（2019.7.20 撮影） 

（2019.8.10 撮影） 

 

JR 深谷駅と駅前の青淵 澁澤榮一像（2019.8.10撮影） JR 深谷駅の煉瓦風駅舎（正面，2020.3.15 撮影） 

*

深
谷
市
観
光
情
報
と
ア
ク
セ
ス
：
JR
深
谷
駅
の
北

部
に
澁
澤
榮
一
ゆ
か
り
の
観
光
施
設
（
中
の
家
生

家
、
記
念
館
、
誠
之
堂
・
清
風
亭
な
ど
）
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
は
、
「
く
る
リ
ン
号
」
の
一

日
乗
車
券
二
〇
〇
円
の
利
用
が
便
利
で
す
。
バ
ス
の

発
着
場
所
、
時
刻
は
深
谷
市
HP
で
確
認
し
て
下
さ

い
。 

w
w

w
.city.fu

k
ay

a.saitam
a.jp
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